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事務局　　幾島　博子

　雨の日に電車で通勤する時に通る道、そこには金網に囲まれた「はらっぱ」がありました。今

どき、品川にこんな空き地が？と思うような広さ数百坪の空き地。木登りできそうな木が数本、

生い茂る草薮、転げ落ちたら楽しそうな斜面に石垣、アスファルトの駐車場跡、奥の方はよく見

えない魅力的な茂み・・・。

　「ここで、こども達が遊んだら楽しいだろうな～！」そんなことを思いながらはらっぱを眺めて

数年、近所に暮らすお母さん達とも話題にしました。日本冒険遊び場づくり協会の「冒険遊び場

全国一斉開催の日」の呼びかけを知った時に、「ここでやりたい！」私の思いは一気に大きくな

りました。背中を押してくれる人に出会い、手を取り合って進もうと言ってくれる人と手をつなぎ、

一か八かのアタック開始。

　意外にも話はとんとん拍子に進み、この土地の所有企業から、正式に使用許可をいただいた

のは６月中旬でした。

　実行委員会を立ち上げ、数回の会議を開きましたが、毎回参加する人の輪が広がり、このイ

ベントをおもしろがる大人がワイワイと集まってきました。誰に頼まれたわけでもなく、やりたく

て集まってきた人たちの勢いは、自然体ですからしなやかで無理がありません。当日を迎えるま

でみんなの知恵と技が集結し、あっという間の楽しい準備期間でした。

　当日の様子は、すでにご覧になったとおりです。

　たった４時間でしたが、こども達はもちろんのこと、こども達を連れてきた大人の方々も、運

営に携わっていた人たちも、みんながみんな、本当にいい表情で一日を過ごすことができました。

　みんなが帰ってしまったはらっぱは、「･･･夢の跡」でちょっと淋しくなりました。

　さて、これからです。

　私達は、「二葉のはらっぱであそぼう！実行委員会」をこの報告書発刊をもって解散いたします。

そして、あらたに「品川はらっぱ探検隊」という団体を立ち上げます。品川区内を探検して「はらっ

ぱ」を探します。みつかった「はらっぱ」では、その地域の方々と協力して、その「はらっぱ」

を探検し、そこでできる「遊び場活動」をおこないます。そしてはらっぱ遊び、冒険遊びの楽し

さを子どもたち、大人の方々へ届けます。

　大人もおもしろがって遊びましょう。好きなことをやってみましょう。都会の中のわずかな自然

も、そこには自然と人、人と人との豊かな関わりの最高の場となるでしょう。

　あなたもいっしょに遊んでみませんか？

　やさしいつながりを広げてみませんか？　　　　　　　　　　　　　　＜あとがきにかえて＞

「二葉のはらっぱであそぼう！」から「品川はらっぱ探検隊」へ



35

当
日
会
場
図

当
日
会
場
図

子
ど
も
が
帰
る
時
、
お
気
に
入
り
の
と
こ
ろ
に
3枚
の
シ
ー
ル
を
貼
って
も
ら
い
ま
し
た

●
 幼
児
女
子
　
●
 小
学
生
女
子
　
●
 幼
児
男
子
　
●
 小
学
生
男
子



　　二葉のはらっぱであそぼう！報告書
２０１０年１２月１３日　発行

 
二葉のはらっぱであそぼう！実行委員会
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実行委員会で論議を重ねて、禁止事項やルールの明記はしないことにしよう。

それは遊びに来た人たち自身で考えて欲しい。

そして、これだけはという「掟」を示そうということになりました。幾

つもの候補があがりましたが、こどもとおとなにそれぞれひとつの「掟」

をしめすことにしました。


